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ジオカレッジ 歴史掘り起こしプロジェクトについて）
~1]]舎の瓶史の保存につし‘て•おれが記鉗する歴史～

はじめに

1 年も「夏スク ール」(4年目）を無事に終えるこ
とができました。 参加者も少し増え、 東原や神戸か
らも参加されるようになりました。 そして、1回目
から参加している常連の児甑も今では6年生となり
ましたe これから明るい未来に向かって歩んでいっ

てほしいと願っています。 開催場所は年ごとに変わ
てきましたが、2泊3日の田舎での「少し科学的

な生活体験」は、 きっと子どもたちの記憶に残るは
ずです。

さて、ジオカレッジの対象は子どもに限りません。

活動の柱は、 ①自然を学ぶ、②歴史を復元する、③
文化を伝承する、 の三本です。 対象はすべての人々

であり、 最終的には地域創生や限界集落問題に対す

る 一つの可能性を示すことを目指しています。

芝オカレッジ(==霰) | 
(1ネイチャー科：自然との対話） 山林／田畑学習

(2 弓溢出る品れ叡●）
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実際の活動では、地域の方々や大工さん、地元の
お母さん方にも協力いただき、盆踊り、流しうどん、

郷土料理の提供などを行っています。ただ、それだ

けでは限られた人しか関われません。 地域を本当に
元気にしていくには、次のステップが必要であると
考えてきました。 その一つが「歴史掘り起こしプロ
ジェクト」です。

旧舎の生涯学習

地域の人々と共に集落に残る歴史を紐解く試みで
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あり 、 ある枇代i ―. i.t'りたり前だった出ク： ltら 、 r'欠d}

IIt代にとってi t祇； ＇．記された歴史 」 ＇ーなっーし ：：：

いよ九たとえば 、 私グ）/� tれ故名・塙炉，t力 1つー
つの村で、 文化や人間閉係が関か、：存在 ＇二 ＇、 ま

した。 ある家は海よで自分のt：地を通っ7行：tた：：：
いう伝承が残り 、 立派な江も現存 ｀

J — ,I ' ま十＿ ；ーカ・
し、 そうした歴史を知る人はすでに少なくたって ＇、 ‘

ます。山や生活文化の掘り起こ'�
ジオカレッジ構想が始まった5年前ぶよ 、 司矢生

のお父さんで地方創生に詳しい木村義没さんからも
話を伺いました。彼は「昔は1日2回山：こ呈って ⇒

と話し、阿讃山脈の尾根には防火用に亡 ＇い道がl"Eら

れ、村の若者が定期的に整備に駆り出5れていたそ

うです。実際に登ってみると、 尾桟道は今5要って
おり、雑木に覆われながらも往時を偲ばせまナ：

阿讃山脈の使われ方も香川側と徳島側で異なり、

徳島側は国有林が多いのに対し、 香川個l：安迎えヽく私

有地に区切られています。 燃料や薪を得るた 、立こ 11

を利用していた名残であり、 生活貸源として山が

人々に密接に関わっていた証拠です， 山が家の日ん

ぼの様に配分され、 そこでエネルギーや食料、―← )•

の出荷による収入をえて生活していたのです。

生涯学習の難しさは、 翌年には教えを伝える人が

いなくなってしまうことがある点です。 盆踊りを忍

えてくださった先生は病に倒れ、 田含の文化や山⑦

防火道を伝えてくれた方も2年後に他界されました

ともに私の小学校時代(/)友人の親御さんで、 私のこ

とを党えてくださってし 、たからこそ協力していたt.

けたのですが、その後は父も亡くなりました。 私t

45歳の時に『地球史ス ーパー 年表』（岩波書店）オ

作りましたが、17年後に気づいたのは「年表にはぅ

来がある」ということでした。 そして、 過去は記§

しなければ歴史上から消えてしまいます。 だから

そ、過疎や限界集落問題が進む中で、 面白かった

とだけでも記録を残し伝える努力は、自らの存在

後世に伝えるために欠かせないと考えます。 そこ
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